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PDF 形式のマニュアルを表示するには 、 Adobe Reader/Adobe Acrobat Reader が必要です。 
ご使用のシステムに Adobe Reader/Adobe Acrobat Reader がインストールされていない場 
合は、アドビシステムズ社のホー厶ページからダウンロードし、インストールしてくださ 
い。 


•本書に記載されている内容は、予告なく変更されることがあります。あらかじめ、ご了承ください。 

•本書に万一ご不審な点や誤り、または記載漏れなどお気付きのことがありましたら、ご連絡ください。 

• 本書の内容を無断で転載することは禁止されています。 

• リモート UI 上で使用している GIF 画像は 、 Adobe Systems Incorporated (アドビシステムズ社）の Photoshop で作成されています。 
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はじめ l 


このたびはキヤノン製品をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。本製品の機能を十分に 
ご理解いただき、より効果的にご利用いただくために、ご使用前にこの取扱説明書をよくお読みくだ 
さい。また、お読みいただきました後も大切に保管してください 

本書の読みかた 


マークについて 


本書では、操作上必ず守っていただきたい事項や操作の参考となる説明などに、下記のマー 
クを付けています。 


重要 


0 メモ] 


操作上、必ず守っていただきたい重要事項や制限事項が書かれています。誤っ 
た操作によるトラブルを防ぐために、必ずお読みください。 

操作の参考となることや補足説明が書かれています。お読みになることをお 
すすめします。 


画面について 


本書で使われている画面は、お使いの環境によって表示が異なる場合があります。機種や 
オプションの組み合わせによって使用できない機能に関しては、 Web ブラウザ上には表示 
されませんが、ご了承ください。 

操作時にクリックするボタンの場所は、 ( ) (丸）で囲んで表しています。また、操作 
を行うボタンが複数表示されている場合は、それらをすべて囲んでいますので、ご利用に 
合わせて選択してください。 


1 [管理者モード]または[一般ユーザモード]を選択します。 



操作時にクリックするボタン 
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本書に記載されている名称は、下記の略称を使用しています。 

Microsoft Windows Vista operating system : Windows Vista 

Microsoft Windows operating system : Windows 
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規制について 



Canon、Canon ロゴ、 LBP 、 LIPS 、 NetSpot は、キヤノン株式会社の商標です。 

Adobe、Adobe Acrobat、Adobe Reader、Photoshop は 、 Adobe Systems Incorporated (ア 
ドビシステムズ社）の商標です。 

Apple 、 AppleTalk 、 Macintosh は、米国米国およびその他の国で登録されている Apple Inc . 
の商標です。 

Microsoft 、 Windows、Windows Vista は、米国およびその他の国における登録商標または 
商標です。 

RSA は 、 RSA Security Inc . の商標です。 

Ethernet は、米国 Xerox Corporation の商標です。 

ESC / PS 、 セイコーエプソン株式会社の商標です。 

BMLinkS は、社団法人ビジネス機械 • 情報システム産業協会 ( JBMIA ) の商標です。 


その他、本書中の社名や商品名は、各社の登録商標または商標です。 
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CHAPTER 


この章では、リモート UI の特長やリモート UI を使用できるシステムの環境について説明し 
ています。 


リモート UI の特長 .1-2 

必、要なシステム環境 .1-4 








リモート UI の特長 


リモート UI は、お手持ちの Web ブラウザを使ってプリンタの管理を行うためのソフトウェ 
アです。 Web ブラウザから TCP / IP ネットワークを経由してプリンタにアクセスし、プリン 
夕の状況の確認やジョブの操作、各種設定などができます。リモート UI には、次のような 
特長があります。 

メモ I リモート UI の表示画面および操作 • 設定できる内容は、プリンタの機種やオプションの 
装着状況によって異なります。詳しくは、「第3章リモート UI のいろいろな機能」を参 
照してください。 

■ Web ブラウザ以外のソフトウェアは必要ありません 

リモート UI を使用するためのソフトウェア （ Web サーバ）は本プリンタに内蔵されて 
いますので、 Web ブラウザ以外のソフトウェアを用意する必要はありません。 Web ブ 
ラウザを起動してプリンタの IP アドレスを入力すると、リモート UI の画面が表示され、 
リモート UI を使えるようになります。 



プリンタ 
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リモート UI の特長 

































■ネットワーク上のコンピュータからプリンタの状況を確認できます 

リモート UI は、ネットワーク経由でプリンタにアクセスして、現在の状況や各種情報、 
ジョブの処理状況などを表示させることができます。プリンタの前に行かなくても、離 
れた場所からコンピュータでプリンタを管理できます。 



■ プリンタのさまざまな設定や確認がコンピュータからできます 

リモート UI では、ネットワークの設定やプリンタの設定など各種設定や、プリンタの状 
態を確認することなどができます。プリンタの操作パネルを使用しなくても、コンピュー 
夕からプリンタの設定をしたり操作したりすることができます。また、管理者モードと 
一般 ユーザ モードがあり、プリンタの管理に関わるような設定や操作は管理者のみが行 
えるようになつています。 
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リモート UI の特長 
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必要なシステム環境 

リモート UI は、次のシステム環境での動作を保証しています。 

Web ブラウザ Netscape Navigator 6.0 以降 
Internet Explorer 4.01 SP 1 以降 

OS 上記の Web ブラウザが動作する OS 

ディスプレイ 解像度： 800 X 600ピクセル以上 

表示色： 256色以上 

@ メモ I Web サーバなど、上記以外のソフトウェアは必要あリません。 （ Web サーバはプリンタ 
に内蔵されています。） 


お使いになる前に 


1-4 


必要なシステム環境 






リモート UI を使用するには 
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CHAPTER 


この章では、リモート UI の起動方法や画面の構成について説明しています。 


リモート UI を起動する .2-2 

リモート UI にロクオンする .2-4 

リモート UI の画面構成 .2-6 
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リモート UI を起動する 


Web ブラウザを使って、リモート UI を起動します。 


2 


Web ブラウザを起動します。 

アドレス入力欄に次の URL を入力したあと、キーボードの [ ENTER ] キー 
を押します。 

http :// く本プリンタの IP アドレス〉/ 

SSL による暗号化通信を利用してリモート UI による設定を行う場合は、 「 https :// く本プリ 
ンタの IP アドレスまたは名前 >」を入力します。[セキュリティの警告]ダイアログボッ 
クスなどが表示された場合は、メッセージにしたがって対処してください。 


about：blank 


ファイル ( E ) 偏集® 表示秘お気[こ入り込）ツールのヘルプ ( U ) 
0^ 0 0 @ ft P 検索 、てンお気に入り 


アドレス迎 


http ： // 192.168 .0.21 5 


リモート UI の画面が表示されます。 



重要 


•本プリンタの IP アドレスがわからないときは、ネットワーク管理者に相談してくださ 
い。 
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リモート UI を起動する 









































• DNS サーバにプリンタのホスト名が登録されているときは、 IP アドレスのかわリに[ホ 
スト名•ドメイン名]で入力することもできます。 

イ列： http :// my _ printer . xy _ dept . company . co . jp / 

•リモート UI の画面が表示されない場合は、入力した IP アドレスまたは[ホスト名.ドメイ 
ン名]が正しいか確認してください。正しく入力されていてもリモート UI の画面が表示 
されない場合は、ネットワーク管理者に相談してください。 

•お使いの機種によっては、 SSL 暗号化通信機能を利用できません（ハードディスクを装着 
することで、利用可能になる機種もあリます）。 

• SSL による暗号化通信を利用するためには、鍵と証明書が作成され、使用鍵として登録が 
行われている必要があリます。 SSL 暗号化通信機能の詳細や鍵の登録の手順については、 
「鍵と証明書を作成 • 登録 • 変更する」 (^ P .3-17) を参照してください。 

• SSL を有効にしているときにリモート UI が起動しない場合は、鍵管理関係のファイルが壊 
れている可能性があリますので、次の操作を行ってください。 

1. 操作パネルから「インタフェース」+「ヒヨウジュンネットワーク」+「リモート UI セッ 
テイ」+ 「 SSL 」 を選択し、「オフ」であることを確認します。 

2. プリンタを再起動します。 

3. リモート UI から鍵と証明書の再生成および SSL の設定を行います。 （+ P .3-17) 

4. プリンタを再起動します。 

• TCP / IP 設定でプロキシ機能を使用するように設定されていない場合、プロキシサーバ経 
由で接続することはできません。（プロキシ機能は、お使いの機種によっては設定でき 
ません。プロキシ機能の詳細については、ネットワークガイド/本編「第3章 TCP / IP ネッ 
トワークで使用するには （ Windows / UNIX ) 」を参照してください。） 

• プロキシサーバをお使いの環境で、プロキシサーバ経由で接続することができない場合 
は、次のような設定を行ってください。（設定はネットワーク環境によって異なリます 
ので、ネットワーク管理者に相談してください。） 

• Web ブラウザのプロキシサーバの設定で、[例外](プロキシを使用しないアドレ 
ス）に本プリンタの IP アドレスを追加します。 

• Web ブラウザでクッキー ( Cookie ) が利用できるように設定してください。 

• 同時に複数のリモート UI を起動しているときは、最後に行った設定が有効になリます。 

リモート UI は1つだけ起動することをおすすめします。 


リモ—卜 UI を雷するには 


リモート UI を起動する 
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リモート UI にログオンする 


リモート UI にログオンします。管理者モードまたは一般ユーザモードのどちらかでログオ 
ンします。 

■ 管理者モード 

管理者モードでログオンすると、リモート UI のすベての操作および設定が可能です。口 
グオンするときには、[デバイス管理]+ [情報]ページの[管理設定] (+ P .3-15) で設 
定したパスワードの入力が必要です。 

@ メモ I 工場出荷時、パスワードは設定されていません。パスワードを入力しないでログオンし 
てください。 

■ 一般ユーザモード 

一般ユーザ モードでログオンすると、デバイスの状態の確認、設定の確認、ジョブの閲 
覧などが可能です。[ユーザ名]を入力しなくてもログオンすることはできますが、入 
力することで、ユーザ名が一致するジョブの操作が可能になります。 


メモ I •入力する[ユーザ名]はコンピュータにログオンしたときに入力したユーザー名になリ 
ます。ただし、 Macintosh の場合は、コントロールパネルの[ファイル共有]の[ネット 
ワーク ID ] 欄にある[所有者の名前]になリます。 

•一般ユーザモードで[ユーザ名]を入力しログオンした場合、[デバイス管理]+ [情 
報]ページの[管理設定] (^ P .3-15) で一般ユーザによるジョブ操作を許可されている 
ときにのみ、ユーザ名が一致するジョブの操作が可能です。 


1 [管理者モード]または[一般ユーザモード]を選択します。 



リモ—卜 UI を使用するには 
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リモート UI にログオンする 






































2 [管理者モード]を選択した場合は[パスワード]を入力し、[一般ユー 
ザモード]を選択した場合は、必要に応じて[ユーザ名]を入力します。 



メモ1 [ユーザ名]は、お使いの機種によっては、[オーナー名]と表示されます。 

5 [0 K ] をクリックします。 

リモート ui にログオンします。 


リモート UI にログオンする 


2-5 


































リモート UI の画面構成 


リモート UI にログオンすると、次のような画面が表示されます。 



■ 左側に表示されるボタン 



デバイス爸理 


リモート UI のトツプページ（ログオンページ）に戻リます。 


[デバイス管理]メニューが表示されます。[デバイス管理]メニューには、[状態]、 
[情報]、[装備]、[ネットワーク]ぺージがあリます。 



フ苷理 


[ジョブ管理]メニューが表示されます。[ジョブ管理]メニューには、[印刷ジョ 
ブ]、[保存ジョブ]* 1 、[印刷履歴 ]、 [E メール受信履歴] d ぺージがあります。 


[ダイレクトプリント]メニュー* 2 が表示されます。[ダイレクトプリント]メ 
ニューには、 [ PDF ファイルの印刷]、圆像ファイルの印刷]ページがあリます。 


デバイス股走 


[デバイス設定]メニューが表示されます。[デバイス設定]メニューには、[拡 
張機能]、[給紙]、[レイアウト]、[印字調整]、[ユーザメンテナンス]、[拡張カー 
ド]* 3 ページがあリます。 


サボート 



[サボートリンク]ページが表示されます。 


^ハードディスクが装着されている場合にのみ表示されます。 

* 2 機種やオプションの装着状況によっては、[ダイレクトプリント]ページが表示されます。 
* 3 機種によっては表示されません。 
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リモート UI の画面構成 



































■ 右側に表示されるボタン 


囹 

表示中のページを最新の情報に更新します。リモート UI では、表示中のページは自 
動的に更新されません。このボタンをクリックして、デバイスに関する最新の情報 
を取得します。 

1} 

表示中のページのヘルプが表示されます。ヘルプは別ウィンドウに表示されますの 
で、見終わったら閉じてください。 

m 

スクロールした状態のページを一番上に戻します。 

|tj 戻る| 

ひとつ前のページに戻リます。 


リモート UI の画面構成 
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リモート UI のいろいろな機能 


CHAPTER 


この章では、リモート UI で表示できるプリンタの情報や設定できる内容について説明して 
います。 


プリンタの状態を表示 • 管理する（デバイス管理) .3-2 

表示#順' .3-3 

現在の状態を表示する（[状態]ページ) .3-4 

プリンタの情報を表示•変更する（[情報]ページ） .3-13 

プリンタの装備を確認する（[装備]ページ） .3-34 

ネットワーク設定を表示 ヽ •変更する（[ネットワーク]ぺージ） .3-35 

部門別 ID 管理設定を表示 • 変更する（[部門別 ID 管理]ページ) .3-54 

カウンタを確!1する（[カウンタ確1忍]ページ） .3-55 

ジョブを表示 • 操作する（ジョブ管理) .3-56 

印刷ジョブを表示 • 操作する（印刷停止 • 再開 • 削除など） .3-57 

ボックスに保存したジョブを表示 • 操作する（再開 • 削除） .3-60 

印刷履歴を表示する .3-67 

E メール受信履歴を表示する .3-69 

ファイルを直接印刷する（ダイレクトプリント） .3-71 

プリンタの設定を表示 • 変更する（デバイス設定) .3-72 

操作手順 .3-73 

日付や時刻を変更する .3-75 

リンク先を表示 • 変更する（サポートリンク） .3-77 

表示手順 .3-77 

リンク先を変更する .3-78 
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プリンタの状態を表示•管理する （ デバイス管理 } 


リモート UI では、プリンタから情報を取得することにより、現在のプリンタの状態や情報 
を表示することができます。また、管理者モードでログオンした場合、ユーティリティの 
印刷やセキュリティ、ネットワーク設定の変更などをリモート UI から行うことができます。 
デバイス管理は次のページがあります。 

■ [状態]ページ 

プリンタの現在の状態が表示されます。ステータスプリントの印刷やソフトリセットな 
どの操作もすることができます。 

■ [情報]ページ 

デバイス名や設置場所の情報や管理情報などが表示されます。デバイス情報や管理設定 
などを変更することもできます。 

■ [装備]ページ 

オプシヨンの装備情報や RAM の容量、総印刷ページ数などが表示されます。 

■ [ネットワーク]ページ 

ネットワークの設定状態が表示されます。ネットワーク設定を変更することもできます。 

■ [部門別 ID 管理]ページ（機種によっては、[部門別旧管理]ページは表示されません。） 

部門ごとの印刷面数*が表示されます。部門別 ID の管理をすることもできます。 

* 印刷面数とは、印刷した面の数です。1枚の用紙に両面印刷した場合、面数は2になります。 

■ [カウンタ確認]ページ（機種によっては、[カウンタ確認]ページは表示されません。） 

印刷したぺージ数の確認をすることができます。 
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表示手順 


1 [デバイス管理]メニューから表示したい項目を選択します。 
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3 - 





























I 早在の状態を表示する（[状態]ページ) 


プリンタの用紙残量やトナー残量など、現在の状態を表示します。管理者モードでログオ 
ンした場合、ステータスプリントやソフトリセットなどもすることができます。 



① 


② 


③ 


④ 


⑤ 


⑧ 


⑦ 


⑥ 
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①デバイスの状態 

インジケータおよびステータスメッセージで現在のプリンタの状態を表示します。次の 
ようにインジケータの色でプリンタの状態がわかります。 


インジケータの色 

プリンタの状態 

対処方法 

〇 ( 灰色） 

オフラインの状態（印刷データを受け付けな 
い状態） 

オンラインにして、印刷してく 
ださい。 

〇 ( 緑色） 

正常な状態(印刷できる状態） 


0 (黄色） 

印刷に支障はないが何らかの処置が必要な 
状態(警告メッセージが表示されている状態） 

[エラー情報]をクリックして、 
表示されている指示にしたが 
つて対処してください。 

〇 ( 赤色） 

何らかの理由で印刷が不可能な状態（エラー 
メッセージが表示されている状態） 


② エラー 情報 

クリックするとプリンタで発生しているエラー情報を表示します。 

③ デバイスの外観 

プリンタの外観イメージを表示します。給紙オプションの装備状況に応じて、表示され 
るイメージが変わります。 

④ 給紙情報 

給紙部に関する状態を表示します。 


■ 給紙対象として 
選択されている 
給紙部 


各給紙部の用紙残量を示すアイコン 



手差しトレイ 


カセット1 


カセット2 





■ 各給紙部の名称 


上段に各給紙部の用紙サイズ' 

下段に用紙名称 #2 

#1 機種によっては、「用紙サイズ[用紙タイプ]」の形式で表示されます。 
#2 用紙名称は設定されているときのみ表示ざれます。 
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⑤消耗品情報 

消耗品に関する状態を表示します。 


モノクロ機の場合 


■消耗兰牾輅 


4 ナー残量 


トナーカートリッジ 

使用できます I 


トナーカートリッジの状態 

カフー機の場合 

I 消耗羈 
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消耗品 

表示 

状態 

対処方法 

トナー カー トリツ 
ジ（モノクロ機） 

使用できます 

印刷できる状態 


交換時期が近づい 
ています 

トナー カー トリツ 
ジの交換時期が近 
づいている状態 

•印刷は継続または停止します。* 

•プリンタが停止した場合、プリ 
ンタの操作パネル上の[オンラ 
イン]を押すと印刷は継続でき 
ます。 

•新品のトナーカートリツジを用 
意してください。 

•大量の印刷をするときは、卜 
ナーカートリツジを交換するこ 
とをおすすめしますレユーザー 
ズガイド）。 

交換してください 

トナー カー トリツ 
ジが寿命になった 
状態 

•プリンタは停止し、継続して印 
刷することはできません。 

•新品のトナーカートリツジに交 
換してください（今ユーザーズガ 
イド ） 。 

セツトしてくださ 
い 

トナー カー トリツ 
ジがセツトされて 
いない状態 

トナーカートリツジを正しくセツトし 
てください。 
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消耗品 

表示 

状態 

対処方法 

トナーカートリツ 
ジ（カフー機） 

50-100% 

印刷できる状態 

- 

25-100% 

25-50% 

1-25% 

トナーカートリツ 
ジの交換時期が近 
づいている状態 

•印刷は継続または停止します。* 

•プリンタが停止した場合、プリ 
ンタの操作パネル上の[オンラ 
イン]を押すと印刷は継続でき 
ます。 

•新品のトナーカートリッジを用 
意してください。 

•大量の印刷をするときは、卜 
ナーカートリッジを交換するこ 
とをおすすめします〇ユーザー 
ズガイド）。 

0% 

トナーカートリツ 
ジが砉命になった 
状態 

•ブラックのトナーカートリッジ 
が寿命になったときは、プリン 
夕は停止し、継続して印刷する 
ことはできません。 

•ブラック以外のトナーカート 
リッジが寿命になったときは、 
モノクロ印刷のみ行うことがで 
きます。 

•表不された色の新品のトナー 
力一トリッジに交換してくださ 
い （4 ユーザーズガイド）。 

セツトしてくださ 
い 

トナーカートリツ 
ジがセツトされて 
いない状態 

トナーカートリッジを正しくセットし 
てください。 

回収トナー（廃卜 
ナ ー) 容器（機種 
によっては表示さ 
れません） 

使用できます 

印刷できる状態 


交換時期が近づい 
ています 

回収トナー（廃卜 
ナー）容器の交換 
時期が近づいたと 
ぎ 

•印刷は継続できます。 

•新品の回収トナー（廃トナー） 
容器を用意してください。 

交換してください 

回収トナー（廃卜 
ナ ー） 容器がいっ 
ぱいになったとき 

•プリンタは停止します。 

•新品の回収トナー（廃トナー） 
容器に交換してください（今ユー 
ザーズガイド）。 

セツトしてくださ 
い 

回収トナー（廃卜 
ナ ー） 容器がセツ 
卜されていない状 
態 

回収トナー（廃トナー）容器を正しく 
セットしてください。 
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消耗品 

表示 

状態 

対処方法 

ドラム カー トリッ 
ジ（機種によって 
は表示されません） 

使用できます 

印刷できる状態 


交換時期が近づい 
ています 

ドラム カー トリツ 
ジの交換時期が近 
づいている状態 

•印刷は継続できます。 

•表示された色の新品のドラム 
力ートリッジを用意してくださ 
い。 

•大量の印刷をするときは、ドラ 
厶力ートリッジを交換すること 
をおすすめします。 

交換してください 

ドラム カー トリツ 
ジが寿命になった 
状態 

•プリンタは停止します。 
•表示された色の新品のドラム 
力一トリッジに交換してくださ 
い（+ ユー ザーズガイド）。 

セツトしてくださ 
い 

ドラム カー トリツ 
ジがセツトされて 
いない状態 

ドラムカートリッジを正しくセットし 
てください。 

針力ートリッジ(機 
種によっては表示 
されません） 

使用できます 

ステイプルできる 
状態 

- 

補給してください 

針がなくなった状 
態 

•ステイプルすることはできませ 
ん。 

•新品の針力ートリッジに交換し 
てください ユー ザーズガイ 
ド）。 


* トナーカートリッジの交換時期が近づいている状態で、印刷を継続するか停止するかは、セットアップメニュー 
の「警告処理」の設定によります。「警告処理」の設定については、 UPS 機能ガイド （ PDF 取扱説明書）「第3 
章共通セットアップメニューの設定項目」を参照してください。 

⑥ デバイス制御 

ソフトリセットなどのデバイス制御を実行するページを表示します。デバイス制御は管 
理者モードのみ実行可能です。詳しくは、「デバイス制御を実行する」 （+ P .3-10) を参照 
してください。 

⑦ キャリブレーション実行（カラー機の場合にのみ表示されます。） 

プリンタのキャリブレーションを実行します。キャリブレーションは、プリンタがオン 
ライン状態の場合に管理者モードのみ実行可能です。 


㉘ メモ 1 お使いの機種によっては、色ずれ調整や濃度制御などプリンタの各種キヤリブレーシヨ 
ンを美行するページを表示します。詳しくは、「キヤリブレーシヨンを実行する」 (^ P .3-11) 
を参照してください。 

⑧ユーティリティ 

ステータスプリントなどの ユー ティリティを実行するページを表示します。 ユー ティリ 
ティは管理者モードのみ実行可能です。詳しくは、「ユーティリティプリントを実行する」 
(^ P .3-12) を参照してください。 
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デバイス制御を実行する 

[状態]ページで[デバイス制御]をクリックすると、ソフトリセットなどを実行する[デ 
バイス制御]ページが表示されます。 

@メモ I デバイス制御は、管理者モードのみ実行可能です。 


1 表示されているデバイス制御から実行したいデバイス制御を選択して、 
[実行]をクリックします。 



@メモ 1 お使いの機種によっては、プリンタがスリープモードに移行していると、[オンライン] 
または[オフライン]の実行ができないことがあリます。 
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キャリブレーションを実行する 

[状態]ページで[キャリブレーション実行]をクリックすると、色ずれ調整や濃度制御な 
どプリンタの各種キャリブレーションを実行する[キャリブレーション]ページが表示さ 
れます。 


メモ 1 •キャリブレーションは、管理者モードのみ実行可能です。 

• キャリブレーションは、プリンタがオンラインのときのみ美行可能です。 

•お使いの機種によっては、[状態]ページで[キャリブレーション実行]ボタンをク 
リックすると、[キャリブレーション]ページが表示されずにキャリブレーションを実 
行します。 


7 表示されているキャリブレーションから実行したいキャリブレーション 
を選択して、[実行]をクリックします。 
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ユーティリティプリントを実行する 

[状態]ページで[ユーティリティ]をクリックすると、ステータスプリントなどを印刷す 
る[ユーティリティ]ページが表示されます。 

メモ I •ユーティリティは、管理者モードのみ実行可能です。 

•ユーテイリテイは、プリンタがオンラインのときのみ美行可能です。 


1 表示されているユーティリティから実行したいユーティリティを選択し 
て、[実行]をクリックします。 
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デバイス情報や管理情報などを表示します。管理者モードでログオンした場合、特定のデ 
バイスによるジョブ要求の制限の変更なども行うことができます。 

• LBP 59 K ) の画面例 


©房 る ， © - @ 囹 ☆** 龍 加 ■©パ，: 夕 h . 泳 

アドレス Q )」 Sh « P: // : 


， 0 移觔 1 .しぅ: 



式 


圍 


■変更… ■ 


デノ S イス名： 
設置場所： 


管理者名： 
管理者連絡先： 
管理者コメント： 


製造会社： 

製品名： 

製品バージョン： 


キャノン株式会社 

LBP5910 

X^XX 


酿 

f バスワード： 


管理設定 

管理者パ； 

一般ユーザによるジョブ掻作： 
キーロック： 

ロックするキー： 


'トドディス鴻全消去： 


未設定 
許 

しは、 

セットァッブキー： しない 

ジョブキー： しない 

ジョブキャンセルキー：しない 
ok キ ー: L/cil、 

リセットキー： しない 

給紙選択キー： L /及、 

ユーティリティキ—— L/«iU 


r ^ i~i 


掻作瓣 
ブ電原) 
しな- 


形電源スイッチ(サ 


1/及、 


ip アドレス範囲 

受信/印刷拒否： 
拒否 ip アドレス： 
受信/印刷許可： 
許可 ip アドレス： 
設定/参照拒否： 
拒否 ip アドレス： 
設定/参照許可： 
許可 ip アドレス： 


r ^ i~i 


無効 

無効 

無効 

無効 


受信許可 MAC アドレス 


受信許可 MAC アドレス設定： 
MAC アドレス： 



リモート UI 


r ^ g~i 

SSL: 

オフ 





のアルゴリスム の長さ 


•声 example.key オン RSA 512 bit 

園証明書アイコンをクリツグ r ると、証明書の詳細を表示します。 


C=US, 0=VeriSiga Inc., C=US, 0=VeriSign, Inc., 

OU=Class 3 Public Primary OU=Class 3 Public Primary 2¢ 
Certification Authority Certification Authority 

証明書アイコンをクリックすると、証明書の詳細を表示します。 


園 


ジョブ履歴表示 




ジョブ腿表示： する 

管理ソフトからのジョブ履歴取得：許可する 





U モー ト UI くデパイス牾報〉： LBP5910 ; LBP5910 - 
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① 


② 


③ 


④ ⑤ 


⑥ 


⑦ 


⑧ 
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• LBP 3980 の画面例 



■① 


.② 


■③ 


■④ 

■⑤ 

-⑥ 

■⑧ 
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① デバイス情報 

プリンタの一般情報を表示します。右上の[変更]をクリックすると、デバイス情報を 
変更するページが表示されます。デバイス情報の変更は管理者モードのみ実行可能で 
す。詳しくは、ネットワークガイド/本編「第3章 TCP / IP ネットワークで使用するには 
( Windows / UNIX )」 を参照してください。 

② 管理設定 

プリンタが持つ管理者パスワードの設定やキーロック設定および一般ユーザによるジョ 
ブ操作権限の情報を表示します。右上の[変更]をクリックすると、管理設定を変更す 
るページが表示されます。管理設定の変更は管理者モードのみ実行可能です。詳しく 
は、ネットワークガイド/本編「第3章 TCP / IP ネットワークで使用するには ( Windows / 
UNIX )」 を参照してください。 

③ IP アドレス範囲 

印刷や設定できるユーザの制限情報を表示します。右上の[変更]をクリックすると、 
印刷や設定できるユーザを制限する IP アドレス範囲設定を変更するページが表示されま 
す。 IP アドレス範囲設定の変更は管理者モードのみ実行可能です。詳しくは、ネットワー 
クガイド/本編「第3章 TCP / IP ネットワークで使用するには （ Windows / UNIX )」 を参 
照してください。 

④ 受信許可 MAC アドレス （ [デバイス設定]-[拡張カード]-[優先ネットワーク設定] 
の項目が[標準ネットワーク]に設定されている場合にのみ表示されます。） 

アクセスできるユーザの制限情報を表示します。右上の[変更]をクリックすると、ア 
クセスできるユーザを制限する MAC アドレス設定を変更するページが表示されます。 
MAC アドレス設定の変更は管理者モードのみ実行可能です。詳しくは、ネットワークガ 
イド/本編「第3章 TCP / IP ネットワークで使用するには （ Windows 八 JNIX )」 を参照し 
てください。 

⑤ リモート UI (機種によっては表示されません。） 

リモート UI に SSL 暗号化通信機能を使用するかどうかを表示します。右上の[変更]を 
クリックすると、リモート UI 設定を変更するページが表示されます。リモート UI 設定 
の変更は管理者モードのみ実行可能です。詳しくは、「リモート UI 設定を変更する」（今 
P .3-16) を参照してください。 

⑥ 鍵と証明書（機種によっては表示されません。） 

登録済みの鍵の情報を表示します。 SI をクリックすると、証明書の詳細情報を表示し 
ます。右上の[変更]をクリックすると、鍵と証明書を作成•登録•変更するページが 
表示されます。鍵と証明書の作成•登録•変更は管理者モードのみ実行可能です。詳し 
くは、「鍵と証明書を作成•登録•変更する」レ P .3-17) を参照してください。 

⑦ CA 証明書（機種によっては表示されません） 

登録済みの証明書の情報を表示します。 S ) をクリックすると、証明書の詳細情報を表 
示します。右上の[変更]をクリックすると、 CA 証明書を登録ページが表示されます。 

証明書の登録は管理者モードのみ実行可能です。詳しくは、をクリックしてヘルプ 
を参照してください。 

⑧ ジョブ履歴表示（機種によっては表示されません。） 

ジョブ履歴表示に関する設定情報を表示します。右上の[変更]をクリックすると、ジョ 
ブ履歴表示設定を変更するページが表示されます。ジョブ履歴表示設定の変更は管理者 
モードのみ実行可能です。詳しくは、「ジョブ履歴表示設定を変更する」レ P .3-32) を参 
照してください。 
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リモート UI 設定を変更する 

[情報]ぺージで[リモート UI ] の[変更]をクリックすると、リモート UI に SSL 暗号化 
通信機能を使用するかどうかを設定する[リモート UI 設定の変更]ページが表示されます。 


重要 


@"メモ] 


お使いの機種によっては、リモート UI の設定はできません（ハードディスクを装着する 
ことで、設定可能になる機種もあリます)。 

リモート UI 設定の変更は、管理者モードのみ実行可能です。 


1 [ SSL ] の[オン]または[オフ]を選択します。 

[オン]を選択すると、 SSL 暗号化通信機能を使用します。 
[オフ]を選択すると、 SSL 暗号化通信機能を使用しません。 



重要 


鍵と証明書が作成され、使用鍵として登録が行われていない場合は、 [ SSL ] を[オン] 
に設定できません。 SSL 暗号化通信機能の詳細や鍵の登録の手順については、「鍵と証明 
書を作成•登録•変更する」 (^ P .3-17) を参照してください。 


2 [0 K ] をクリックします。 


トト UI 該定 (D 変更〉： LBP5910 : LBP5910 - Microsoft Internet Explorer _ jn 鬧冈 i 
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3 ハードリセット、またはプリンタを再起動します。 

ハードリセツト後、またはプリンタの再起動後に設定が有効になリます。 


@ メモ I ハードリセットの美行方法については、「デバイス制御を美行する」 （+ P .3-10) を参照し 
てください。 

鍵と証明書を作成 • 登録 • 変更する 

[情報]ページで[鍵と証明書]の[変更]をクリックすると、鍵と証明書を作成•登録 • 
変更する[鍵と証明書]ページが表示されます。 

IPP 印刷やリモート UI に SSL 暗号化通信機能を使用する場合には、暗号化を行う公開鍵、 
複号化を行う秘密鍵、鍵の情報をユーザが確認するための証明書の設定が必要になります。 
お使いの環境や設定したい項目に応じて次を参照してください。 


重要 


お使いの機種によっては、鍵と証明書の設定はできません（ハードディスクを 
装着することで、設定可能になる機種もあります)。 


■ 本プリンタで鍵と証明書を新規作成してお使いになる場合 

•鍵と証明書を新規作成する （々 P .3-18) 

鍵ペア（公開鍵と秘密鍵）と証明書を新規作成します。 


•鍵を使用鍵に設定する OP .3-27) 

作成した鍵を SSL 暗号化通信で使用する鍵に設定します。 

•証明書を確認する (^ P . 3-28) 

作成した鍵の証明書を確認します。 

•鍵と証明書を消去する （+ P .3-30) 

作成した鍵と証明書を消去します。 

■本プリンタ以外で作成された鍵と証明書ファイルをお使いになる場合 

•鍵と証明書ファイルをプリンタにインストールする OP .3-23) 

本プリンタ以外で作成された鍵と証明書ファイルを本プリンタにインストールしま 
す。 

•鍵と証明書をプリンタに登録する（今 P .3-25) 

本プリンタにインストールした鍵と証明書ファイルの鍵ペア（公開鍵と秘密鍵）と証 
明書を本プリンタで使用できるように登録します。 

•鍵を使用鍵に設定する (^ P .3-27) 

登録した鍵を SSL 暗号化通信で使用する鍵に設定します。 

•証明書を確認する (^ P .3-28) 

登録した鍵の証明書を確認します。 

•鍵と証明書を消去する （+ P .3-30) 

登録した鍵と証明書を消去します。 

•プリンタにインストール済みの鍵と証明書ファイルを消去する（今 P .3-31) 

本プリンタにインストールした鍵と証明書ファイルを本プリンタから消去します。 
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重要 


•作成 • 登録 • インストールできる鍵と証明書の数は2つまで（ハードディスクを装着して 
いない場合は1つのみ）です。作成•登録•インストールできないときは、不要な鍵と証 
明書を削除してください。 

•本プリンタにインストールできる鍵と証明書ファイルは、鍵のアルゴリズムが 「 RSA 」 
で、拡張子が r . P 12 j の PKCS #12 ファイルのみです。 

• 鍵と証明書の作成 • 登録 • 変更は、管理者モードのみ実行可能です。 


メモ1 • SSL 暗号化通信機能とは、インターネットを経由して印刷する IPP 印刷を行う場合や、 
Web ブラウザを使ってプリンタを管理するリモート UI を使用する場合に、本プリンタと 
お使いのコンピュータとの間で暗号化したデータをやリ取リできる機能です。 SSL 暗号化 
通信機能を利用することで、データの盗聴や改ざんなどを防止し、よリ安全な印刷環境 
の実現が可能となリます。 

• SSL 暗号化通信を行うためには、鍵ペア（暗号化を行う公開鍵と複号化を行う秘密鍵）が 
必要となリます。鍵ペアを本プリンタに登録し、公開鍵をユーザに公開することによっ 
て、次のことができるようになリます。 

• 本プリンタに送るデータをユーザが暗号化することができる 
• 暗号化したデータを本プリンタだけが秘密鍵によって復号化することができる 
また、本プリンタでは鍵ペアを作成するときに証明書が同時に作成されます。証明書に 
よって鍵の情報をユーザが確認することができます。 


■ 鍵と証明書を新規作成する 

1 [鍵と証明書の生成]をクリックします。 
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2 [鍵の名前]に新規作成する鍵の名前を入力します。 



㉘ メモ1 [鍵の名前]には、24文字までの半角英数字を入力できます。 

3 [鍵の長さ]を設定します。 

鍵の長さを、 [512 bit ] または [1024 bit ] から選択します。 



メモ1 • [鍵のアルゴリズム]は [ RSA ] で固定され、設定はできません。 

•鍵の長さは、長い方が暗号化したものを解読するのが難解になリますが、暗号化や復号 
化の処理速度は遅くなリます。データ通信時のセキュリティの必要性に応じて鍵の長さ 
を選択してください。 
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4 [有効期限開始日]と[有効期限終了日]を設定します。 

自己署名型サーバ証明書の有効期限開始日と有効期限終了日を入力します。 



㉘ メモ 1 [有効期限開始日]と[有効期限終了日]には、2000年1月1日から2048年12月31 
日までの年月日が入力可能です。 

5 自己署名型サーバ証明書の対象となる国/地域名を設定します。 

• 登録済みの国コードー覧から国/地域名を選択する場合 

n [国/地域名で選択]を選択します。 

□ プルダウンメニューから国/地域名を選択します。 



リモ—卜 ui e ぃろぃろな機能 
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• インターネット国コードを直接入力する場合 

□ [インターネット国コードで入力]を選択します。 

□ インターネット国コードを、半角2文字以内で入力します。 



©戻い©- @ 固 ね | P 検索备 H 咎 


アドレス必^ v g 移射）リンク 



翟 ページが表示されました • イントネクト 


㉘ メモ1 日本のインターネット国コードは 「 JP 」 です。 

6 [都道府県]、[市町村]、[組織]、[組織単位]、[共通名]のうち、必要 
な情報を設定します。 



入力する項目 

[都道府県]:都道府県名を入力します。 

[市町村]:市町村名を入力します。 

[組織]: 組織名を入力します。 

[組織単位]:部門名など、組織の単位を入力します。 

[共通名]: 本プリンタの IP アドレスや FQDN ( xyz . company . com のような形式）を 

入力します。 
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重要 


[国/地域名]、[都道府県]、[市町村]、[組織]、[組織単位]、[共通名]のうち、少なく 
とも1つの項目は設定してください。全項目が空白の場合、自己署名型サーバ証明書は 
発行されません。 

Windows Vista をお使いの場合に IPPS 印刷を使用するときには、[共通名]に必ず本プリ 
ンタの IP アドレスを入力してください。 


メモ1 [都道府県]、[市町村]、[組織]、[組織単位]、[共通名]には、24文字までの半角英数 
字を入力できます。 

/ [0 K ] をクリックします。 



鍵と証明書の作成が開始されます。 

作成した鍵で SSL 暗号化通信を行う場合は、鍵と証明書の作成が完了したあと、「鍵を使 
用鍵に設定する」 (^ P .3-27) を参照して、作成した鍵を SSL 暗号化通信で使用する鍵に設 
定します。 
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■ 鍵と証明書ファイルをプリンタにインストールする 
1 [インストール]をクリックします。 



2 [ファイルのパス]を設定します。 

[参照]をクリックし、鍵と証明書ファイルを選択したあと、[開く]をクリックします。 



㉘ メモ1 [ファイルのパス]に設定できるファイル名は、拡張子 r . P 12 j を除いて20文字までの 
半角英数字です。20文字以内になるようにインストールするファイル名を設定してくだ 
さい。 


リモ—卜 ui のぃろぃろな機能 
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3 [インストール開始]をクリックします。 



鍵と証明書ファイルのインストールが開始されます。 

プリンタにインストールした鍵と証明書ファイルの鍵ペア（公開鍵と秘密鍵）と証明書を 
本プリンタで使用できるようにする場合は、鍵と証明書ファイルのインストールが完了し 
たあと、「鍵と証明書をプリンタに登録する」レ P .3-25) を参照して、鍵ペア（公開鍵と秘 
密鍵）と証明書をプリンタに登録します。 


リモ—卜 ui e ぃろぃろな機能 
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■ 鍵と証明書をプリンタに登録する 
1 [登録]をクリックします。 



2 [鍵の名前]に登録する鍵の名前を入力します。 



@ メモ 1 [鍵の名前]には、 24 文字までの半角英数字を入力できます。 


リモ—卜 ui のぃろぃろな機能 
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3 [パスワード]に秘密鍵に設定されているパスワードを入力します。 



㉘ メモ 1 [パスワード]には、24文字までの半角英数字を入力できます。 

4 [0 K ] をクリックします。 



鍵と証明書の登録が開始されます。 

登録した鍵で SSL 暗号化通信を行う場合は、鍵と証明書の登録が完了したあと、「鍵を使 
用鍵に設定する」 （+ P .3-27) を参照して、登録した鍵を SSL 暗号化通信で使用する鍵に設 
定します。 


リモ—卜 ui e ぃろぃろな機能 
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■ 鍵を使用鍵に設定する 

1 使用鍵に設定したい鍵の[使用鍵に設定]をクリックします。 



㉘ メモ 1 •鍵が使用鍵として設定されていない場合にのみ、[使用鍵に設定]が表示されます。 

•使用中の鍵の変更を防止するため、次のいずれかの場合には、[使用鍵に設定]は表示 
されません。 

• [リモート UI 設定の変更]で [ SSL ] を[オン]に設定している場合 
• [ TCP / IP プロトコル設定の変更]で IPP 印刷の [ SSL ] を[オン]に設定している場合 
•鍵を使用鍵に設定したい場合は、先に上記設定を[オフ]にしてから、鍵を使用鍵に設 
定してください。 

2 [0K] をクリックします。 



選択した鍵が使用鍵として設定されます。 


リモ—卜 UI のぃろぃろな機能 
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■ 証明書を確認する 


1 S 1 をクリックします。 



メモ I 作成済みの鍵に証明書が発行されている場合にのみ、_が表示されます。 

2 証明書を検証する場合は、[証明書の検証]をクリックします。 



検証結果が表示されますので、[証明書詳細情報へ戻る]をクリックします。 
@メモ」お使いの機種によって、[証明書の検証]は表示されません。 


リモ—卜 ui e ぃろぃろな機能 
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3 証明書を確認したあと、[戻る]をクリックします。 

ファイル© 編集© 表示秘お気に入りがツール①ヘルプ⑻ 

© R 5 ▼ © ， 0 囹 ft | P 技* ☆練に 人り £) g ▼為 H 忍 

ァドレス 必^! http：// ___ V |3 移觔ノンク >J 


X 



牙 LBP3980 

CU=J LBP3980 


a 


鍵の名前： 


i トジョン： 

シリアル No. : 

署名アルゴリズム： 
発行先： 

有効期限開始日： 
有効期限終了日： 
発行者： 

公開鍵： 

証明書の(ま印 (SHA1) : 
L 証明番 ( D 技_正 I 


00 

SHA1RSA 

C=JP, ST=Tokyo, L=0ota-ku, 0=example, C N=192. 168.0.215 
2008 / 1 / 1 
2008/ 12/31 

C=JP, ST=Tokyo, L=Oota-ku, 0=example, C N=192. 168.0.215 
RSA512bit 

7A6E 250B CEF7 FAAF E503 2780 DEE5 4A1A BBFF 2AF0 


[鍵と証明書]ページに戻ります。 
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■ 鍵と証明書を消去する 

1 消去したい鍵と証明書の[消去]をクリックします。 



㉘ メモ1 •鍵が使用鍵として設定されていない場合にのみ、[消去]が表示されます。 

•使用中の鍵の消去を防止するため、次のいずれかの場合には、[消去]は表示されませ 
ん〇 

• [リモート UI 設定の変更]で [ SSL ] を[オン]に設定している場合 
• [ TCP / IP プロトコル設定の変更]で IPP 印刷の [ SSL ] を[オン]に設定している場合 
•鍵と証明書の消去を行いたい場合は、先に上記設定を[オフ]にしてから、鍵と証明書 
の消去を行ってください。 

Z [0K] をクリックします。 



選択した鍵と証明書が消去されます。 


リモ—卜 ui e ぃろぃろな機能 
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■ プリンタにインストール済みの鍵と証明書ファイルを消去する 


消去したいインストール済みの鍵と証明書ファイルの[消去]をクリツ 
クします。 



2 [0K] をクリックします。 



選択したインストール済みの鍵と証明書ファイルが消去されます。 
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ダ 3 4繭 表示設赫麈 要す备 

[情報]ぺージで[ジョブ履歴表示]の[変更]をクリックすると、ジョブ履歴表示に関す 
る項目を設定する[ジョブ履歴表示]ぺージが表示されます。 


重要 


• ジョブ履歴表示設定は、お使いの機種によっては設定できません。 
•ジョブ履歴表示設定の変更は、管理者モードのみ美行可能です。 


1 ジョブ履歴を表示するかどうかを選択します。 

[ジョブ履歴を表示する]のチェックマークを付けると、[ジョブ管理]メニューの[印刷 
履歴]ページや [E メール受信履歴]ページを表示することができます。 

[ジョブ履歴を表示する]のチェックマークを消すと、[ジョブ管理]メニューの[印刷履歴] 
ページや [E メール受信履歴]ページは表示されません。 
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2 管理ソフトからのジョブ履歴取得を許可するかどうかを選択します。 

[管理ソフトからのジョブ履歴取得を許可する]のチェックマークを付けると、管理ソフ 
卜 （imageWARE Accounting Manager など）でジョブ履歴を取得することができます。 

[管理ソフトからのジョブ履歴取得を許可する]のチェックマークを消すと、管理ソフト 
(imageWARE Accounting Manager など）でジヨブ履歴を取得することはできません。 



㉘メモ1 [ジョブ履歴を表示する]にチェックマークを付けた場合、ジョブ履歴のみを表示するこ 
とができないため、自動的に[管理ソフトからのジョブ履歴取得を許可する]にチェッ 
クマークが付けられます。 

3 [0 K ] をクリックします。 



リモ—卜 UI のぃろぃろな機能 
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プリンタの装備を確認する（[装備]ページ) 


プリンタの装備や RAM の容量、総印刷べージ数などに関する情報を表示します。 
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ットワーク設定を表示•変更する（[ネットワーク]ページ) 


ネットワーク設定を確認することができます。管理者モードでログオンした場合、ネット 
ワーク設定の変更なども行うことができます。 


① 

② 

④ 


ファイル©編集迫表示⑽ hmzAm ツ - ル①ヘルプ妙 

©戻 る ▼ © * 0 固 め p 梭索 ☆摘 u り €) 0へ多 H •达 

アドレス必 


liJB 移 


mm 



TCP/IP 


I 変更.. . | 

IP アドレス： 

192.168 .0.21 5 


サブネットマスク： 

0.0.0.0 


ゲートウ:！:イアドレス： 

0.0.0.0 


ブライマリ DNS サーノ S アドレス： 

0.0.0.0 


セカンダリ DNS サーメ S アドレス： 

0.0.0.0 


DNS ホスト名： 

DNS ドメイン名： 

Canon92C0E9 


WINS による名前解決： 

オフ 


ノードタィブ： 

b ノード 


ARP/PING : 

オン 


FTP 印刷: 

FTP 印刷ユーザ名： 

オン 


FTP 設定： 

オン 


LPD 印刷： 

オン 


RA 卿刷: 

オン 


BMLinkS : 

使わない 


IPP 印刷： 

オン 


SSL: 

IPP 認証： 

オフ 

オフ 


HTTP : 

オン 


ブロキシ： 

オフ 


マルチキャスト探索応答： 

オン 


SNTP: 

オフ 


a 

AppleTalk 



使用するフェーズ： 

フェーズ2 


サービスの名称： 

LBP 5910 


サービスが登録 U ■こゾーン： 

* 


a 

SMB 


r^iri 

SMB 印刷： 

サーバ名： 

ブリンタ名： 

ワークグルーブ名： 

コメント： 

オフ 


LM アナウンス： 

オフ 



X 
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③ 
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⑤ 


⑥ 


⑦ 


⑧ 


⑨ 


①ネットワークインタフェース 

ネットワークインタフェースの情報を表示します。 

© Ethernet ドライバ設定 （ [デバイス設定]-[拡張カード]-[優先ネットワーク設定] 
の項目が[標準ネットワーク]に設定されている場合にのみ表示されます。） 

Ethernet ドライバの設定を変更するぺージが表示されます。 Ethernet ドライバ設定の変 
更は管理者モードのみ実行可能です。詳しくは、 「 Ethernet ドライバ設定を変更する」（今 
P .3-39) を参照してください。 

③ ネットワーク設定一覧 

プリンタの[ネットワーク設定一覧]ぺージを表示します。[ネットワーク設定一覧]ぺ一 
ジでは、ネットワーク設定を初期化することもできます。ネットワーク設定の初期化は 
管理者モードのみ実行可能です。詳しくは、「ネットワーク設定を初期化する」レ P .3-38) 
を参照してください。 

④ 印刷プロトコル 

印刷プロトコルの設定を表示します。各プロトコルの[変更]をクリックすると、プロ 
トコルの設定を変更するページが表示されます。プロトコル設定の変更は管理者モード 
のみ実行可能です。詳しくは、「ネットワークガイド/本編」を参照してください。 

⑤ 管理プロトコル 

SNMP の設定を表示します。 [ SNMP ] の[変更]をクリックすると、 SNMP 設定を変更 
するページが表示されます。 SNMP 設定の変更は管理者モードのみ実行可能です。詳し 
くは、 「 SNMP 設定を変更する」 OP .3-41) を参照してください。 

© スプール機能（ハードディスクが装着されている場合にのみ表示されます。） 

スプール機能の設定を表示します。右上の[変更]をクリックすると、スプール機能設 
定を変更するページが表示されます。スプール機能設定の変更は管理者モードのみ実行 
可能です。詳しくは、「スプール機能設定を変更する」（ぜ.3-52)を参照してください。 


リモ—卜 ui e ぃろぃろな機能 
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⑦ 起動時間 

起動時間の設定を表示します。右上の[変更]をクリックすると、起動時間設定を変更 
するページが表示されます。起動時間設定の変更は管理者モードのみ実行可能です。詳 
しくは、「起動時間設定を変更する」（ぜ.3-53)を参照してください。 

⑧ E メール印刷（ハードディスクが装着されている場合にのみ表示されます。） 

プリンタが持つ E メール印刷設定の情報を表示します。右上の[変更]をクリックする 
と 、 E メール印刷設定を変更するページが表示されます 。 E メール印刷設定の変更は管 
理者モードのみ実行可能です。詳しくは、ネットワークガイド/本編「第3章 TCP / IP ネッ 
トワークで使用するには （ Windows 八 JNIX )」 を参照してください。 

⑨ E メール受信（ハードディスクが装着されている場合にのみ表示されます。） 

E メールを受信するサーバへ接続します。次のような場合に、このボタンをクリックして、 
手動でサーバへ接続します。 

• E メール印刷設定の [ POP 3 受信間隔]が0分に設定されている場合 
• E メールを受信するサーノ《へ自動的に接続する前に、手動でサーノへ接続したい場合 


リモ—卜 UI のぃろぃろな機能 
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ネットワーク設定を初期化する 

[ネットワーク]ページで[ネットワーク設定一覧]をクリックすると、[ネットワーク設 
定一覧]ページが表示されます。[ネットワーク設定一覧]ページでネットワーク設定を初 
期化することができます。ネットワーク設定の初期化をすると、ネットワーク設定を工場 
出荷時の状態に戻します。 


重要 


ネットワーク設定の初期化は、プリンタが動作していないことを確認して行ってくださ 
い。印刷中やデータの受信中に行うと、受信したデータが正しく印刷されなかったリ、 
紙づまリや故障の原因になリます。 


0" メモ]ネットワーク設定の初期化は、管理者モードのみ実行可能です。 


1 [ネットワーク設定の初期化]をクリックします。 



2 [はい]をクリックします。 
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3 プリンタを再起動します。 

プリンタの再起動後に設定が有効になリます。 


Ethernet ライバ設定を変更する 

[ネットワーク]ぺージで [ Ethernet ドライバ設定]をクリックすると、 [ Ethernet ドライ 
バ設定の変更]ページが表示されます。 


メモ1 • Ethernet ドライバ設定の変更は、管理者モードのみ実行可能です。 

•Ethernet ドライバ設定は、[優先ネットワーク設定]の項目が[標準ネットワーク]に 
設定されている場合にのみ表示されます。[優先ネットワーク設定]の設定は、[拡張 
力ード]ぺージ （+P.3-72) または操作パネルで行います。 


1 [ Ethernet ドライバ設定]で Ethernet の種類を選択します。 

[自動検出]を選択すると、 Ethernet の種類を自動で検出します。 

Ethernet の種類を手動で設定する場合に、半二重を選択すると、送信と受信を同時に行わず、 
交互に行います。全二重を選択すると、送信と受信を同時に行います。 



メモ1 本プリンタは通信方式や Ethernet の種類を自動的に判別しますので、通常は[自動検出] 
に設定してください。通信方式や Ethernet の種類の設定を固定したい場合は、 Ethernet 
ドライノくを手動で設定してください。 
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2 [OK] をクリックします。 



3 ハードリセット、またはプリンタを再起動します。 

ハードリセツト後、またはプリンタの再起動後に設定が有効になリます。 


㉘メモ1 ハードリセットの実行方法については、「デバイス制御を実行する」 （+P.3-10) を参照し 
てください。 


リモ—卜 ui e ぃろぃろな機能 
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SNMP 設定を変更する 

[ネットワーク]ページで [ SNMP ] の[変更]をクリックすると、 [ SNMP プロトコル設定 
の変更]ページが表^"、されます。 


メモ 1 SNMP 設定の変更は、管理者モードのみ実行可能です。 

■ SNMP 設定を変更する 

7 SNMPvl プロトコルを設定します。 



• SNMPvl プロトコルを使用する場合 

□ [ SNMPvl ] / [ SNMP ] を[オン]に設定します。 

□ [コミュニティ名 1] または[コミュニティ名 2] を[オン]に設定します 


重要 


[コミュニティ名 1] や[コミュニティ名 2] は、お使いの機種によっては表示 
されません。 

□ [ MIB アクセス権限]で、 SNMPvl エージェントを[読込/書込]または[読 
込]のどちらのモードで動作させるか選択します。 


重要 


• [MIB アクセス権限]は、お使いの機種によっては表示されません。 

• [読込]を選択すると書き込みができなくなリ、キヤノン製のユーティリティソフト 
ウェアの一部が使用できなくなったリ、エラーが発生して正常に使えないことがあリま 
す。 

□ [コミュニティ名]に、 SNMP のコミュニティ名を設定します。 


㉘ メモ 1 [コミュニティ名]には、半角32文字/全角16文字まで入力できます。工場出荷時は 
「 public 」 または 「 public2 」 に設定されています。 
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• SNMPvl プロトコルを使用しない場合 

□ [ SNMPvl ] / [ SNMP ] を[オフ]に設定します。 


重要 


[SNMPvl] / [SNMP] を[オフ]に設定すると、情報の取得に SNMPvl プロトコルを 
使用するユーティリティソフトウェアから本プリンタの各項目の設定や参照ができなく 
なることがあリます。[オフ]に設定する場合は、ネットワーク管理者に相談してから設 
定してください。 


2 SNMPv 3 プロトコルを設定します。 



重要 


SNMPv3 プロトコルは、お使いの機種によっては設定できません。 


• SNMPV 3 プロトコルを使用する場合 


□ [ SNMPv 3] を[オン]に設定します。 

□ SNMPv 3 プロトコルで使用するユーザ情報を設定する場合は、[ユーザ設 
定]をクリックし、[ユーザ設定]ページでユーザ情報の設定を行います。 


ユーザ情報の設定方法については、 「SNMPv3 プロトコルで使用するユーザ情報を設定 
する」 （+P.3-44) を参照してください。 

□ SNMPV 3 プロトコルで使用するコンテキスト情報を設定する場合は、[コン 
テキスト設定]をクリックし、[コンテキスト設定]ページでコンテキスト 
情報の設定を行います。 


コンテキスト情報の設定方法については、 「SNMPv3 プロトコルで使用するコンテキス 
卜情報を設定する」 （+P.3-49) を参照してください。 


• SNMPV 3 プロトコルを使用しない場合 

□ [ SNMPv 3] を[オフ]に設定します。 
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必要に応じて[ホストからプリンタ管理情報を取得]を設定します。 

[ホストからプリンタ管理情報を取得]を[オン]に設定すると、 Windows Vista でプリン 
タドライバをインストールした場合に、 SNMP によるポートモニタリング機能が自動的に 
有効になリます。 



重要 


(©メモ] 


[ホストからプリンタ管理情報を取得]は、お使いの機種によっては設定できません。 

SNMP によるポートモニタリング機能とは、プリントアプリケーションやポートなどの 
プリンタ管理情報を、 SNMP を使用して定期的に取得することができる標準 TCP/IP ポー 
卜 （Standard TCP/IP Port) の機能です。 


4 [0 K ] をクリックします。 

5 ハードリセット、またはプリンタを再起動します。 

ハードリセツト後、またはプリンタの再起動後に設定が有効になリます。 


メモ1 ハードリセットの実行方法については、「デバイス制御を実行する」 OP.3-10) を参照し 
てください。 
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■ SNMPV 3 プロトコルで使用するユーザ情報を設定する 


重要 


SNMPv3 プロトコルは、お使いの機種によっては設定できません。 


1 [ユーザ設定]をクリックします。 



2 SNMPv 3 プロトコルで使用するユーザ情報を設定します。 

•ユーザ情報の ステータス （有効/無効）を変更する場合 OP.3-44) 

• ユーザ情報を登録/編集する場合 （+P.3-45) 

• ユーザ情報を消去する場合 OP.3-49) 

•ユーザ情報のステータス（有効/無効）を変更する場合 

□ ユーザ情報の先頭にある D をクリックして i _ i ►を 付けてから、[ユー 
ザの有効/無効]をクリックします。 


ート U1 くユニザ■設定》: LBP5910 : LBP5910 - Microsoft Internet Explorer I 
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㉘ メモ 1ユーザ情報のステータス（有効/無効）は[ユーザ設定]ページの[有効/無効]の表示 
で確認することができます。 

•有効な状態のユーザ情報の場合：[有効/無効]の表示が[オン] 

•無効な状態のユーザ情報の場合：[有効/無効]の表示が[オフ] 

• ユーザ情報を登録/編集する場合 

□ ユーザ 情報を登録する場合は、[登録]をクリックします。 ユーザ 情報を編 
集する場合は ユーザ 名をクリックします。 



□ [ユーザ名]に、 SNMPv 3 プロトコルで使用するユーザ名を入力します。 



@ メモ1[ユーザ名]には、32文字までの半角英数字を入力できます。 


リモ—卜 UI のぃろぃろな機能 
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□ [ MIB アクセス権限]で、 SNMPv 3 エージェントを[読込/書込]または[読 
込]のどちらのモードで動作させるか選択します。 



□ [セキュリティ設定]で、 SNMPv 3 で使用するセキュリティを設定します。 



リモ—卜 ui e ぃろぃろな機能 
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重要 


㉜ "メモ] 


□ [認証アルゴリズム]で、 SNMPv 3 で使用する認証アルゴリズムを [ MD 5] 
または [ SHA 1] から選択します。 


方イル (D 




編集<£>表示⑽ femtZA り⑻ツ'"ル®ヘルプ妙 

©戻 5 ▼ © ▼ @ 囹 ぬ| P 梭索 ☆ぉ、 気に入り 4© 0，4團 •泳 

アドレス似 [@h«ps:// 


UM 


Z 


m 

ユーザの登録 

( okI 1 ^yn)i | 1 

卜:;コぺ-ジベ 


ュ-ザ名 (32 文字まで） 


デバイス B 

状逋 


•辖報 
h 玆僅 


MIB アクセス権限 
せュリティ設定 


>ネ分ヮ-ク_ 

v^izxmi I 




ジィレジトコリント I 


デバ* m さ 


p 証ァルゴリズム Mm J 1通 

， 」 (6 文字以上16文字まで） 

觸入* C _I蚊字 J^±1 6游まで） 

B& 号^アルゴリズム DES 

暗号化ノ くスヮ-卜 j _ _| (6 文字以上16文字まで） 

確認入力 蚊字以上16文字まで) 


4 ページが表示されました 


□ [認証パスワード]に、認証アルゴリズムの認証機能で使用するパスワード 
を入力したあと、[確認入力]に[認証パスワード]と同じパスワードを再 
度入力します。 



SSL 暗号化通信機能を使用していない場合は、リモート UI では設定できません。認証パ 
スワードを設定するときは、プリンタの操作パネノレで行います（+ネットワークガイド「第 
2章ネットワークの共通設定」)。 


[認証パスワード]と[確認入力]には、6〜16文字の半角英数字を入力できます。 
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□ [暗号化パスワード]に、暗号化アルゴリズムの暗号化機能で使用するパス 
ワードを入力したあと、[確認入力]に[暗号化パスワード]と同じパス 
ワードを再度入力します。 



重要 


SSL 暗号化通信機能を使用していない場合は、リモート UI では設定できません。暗号化 
パスワードを設定するときは、プリンタの操作パネルで行います（+ネットワークガイ 
ド「第2章ネットワークの共通設定」)。 


@ メモ1 • [暗号化アルゴリズム]は [ DES] で固定され、設定はできません。 

• [暗号化パスワード]と[確認入力]には、6〜16文字の半角英数字を入力できます。 

n [ ok ] をクリックします。 


ート UI くユニ傾定> : LBP5910 : LBP5910 - Microsoft Internet Explorer KW\w\ 
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• ユーザ情報を消去する場合 


□ ユーザ情報の先頭にある 
去]をクリックします。 


をクリツクして 


を付けてから、[消 


^77 イル疋）編集©表示⑽ fc 気に A り⑻ツ'■•ル CD ， 
©戻 5 ▼ 〇 @ |U p 検索 ☆お， 




X 


LBP5910 

V-=r4 LBP5910 


[ r ユーザの有交 


ジ彐I 


クイレクトプ•リント」 


E 篇终更新2007/03/0213:27:35 

無効 ユーザ名 
I □ t|l initial 

| (|l example 


$ ページが表示されました 


□ [ OK ] をクリックします。 


画 


則除しま寸。よろしいですか？ 

と]: 一... リ - 

キやンセル 1 


囹 


認証あり/暗号化®リ 
認証あり/暗号化あ 


■ SNMPv 3 プロトコルで使用するコンテキスト情報を設定する 

t mma snmpv 3 プロトコルは、お使いの機種によっては設定できません。 


[コンテ キスト設定]をクリックします。 


ファイル©編集 (£) 表示吆お気 t 入り⑻ツール①ヘルブ⑻ 

0 戻い© ▼ 0 囿 ft P 梭索 ☆ぉ気に入り 40 ▼益 H 悉 

アドレス必」 fl h«ps:// 


X 

トッコページへ 

音理者モード 

デバイス管理 


夢状提 
報 
► 玆 (£ 


MIB アクセス権限： 
コミュニティ名： 




ジ彐I 


ジイレクト：:!リント| 

... 


y ポートリンク 1 


共通設定： 

ホストからブリンタ管理情報を取 
得： 


[ ok ] | キャンセル 1 
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リモ—卜 UI のいろいろな機能 












































































2 SNMPv 3 プロトコルで使用するコンテキスト情報を設定します。 

•コンテキスト情報を登録する場合（今 P. 3-50) 

• コンテキスト情報を消去する場合 （+P.3-51) 

• コンテキスト情報を登録する場合 

□ コンテキスト情報を登録する場合は、[登録]をクリックします。 



□ [コンテキスト名]に、 SNMPv 3 プロトコルで使用するコンテキスト名を入 
力します。 



@ メモ1[コンテキスト名]には、32文字までの半角英数字を入力できます。 


リモ—卜 ui e ぃろぃろな機能 
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□ [ OK ] をクリックします。 



• コンテキスト情報を消去する場合 

□ コンテキスト情報の先頭にある〇をクリックしてを付けてから、 
[消去]をクリックします。 



雀！ ページが表示されました 会 • インタ'-ネット 

□ [〇 K ] をクリックします。 
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スプール機能設定を変更する 

ハードディスクが装着されている場合は、[ネットワーク]ページで[スプール機能]の[変 
更]をクリックすると、[スプール機能設定の変更]ページが表示されます。 

@メモ」スプール機能設定の変更は、管理者モードのみ美行可能です。 


1 [スプール機能]を設定します。 

[オン]を選択すると、印刷ジョブをプリンタにスプールします。 
[オフ]を選択すると、印刷ジョブをプリンタにスプールしません。 



メモ1 印刷ジョブをプリンタにスプールすると、印刷ジヨブを送信したコンピュータの開放時 
間が早くなリます。 


2 [0 K ] をクリックします。 



リモ—卜 ui e ぃろぃろな機能 
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3 ハードリセット、またはプリンタを再起動します。 

ハードリセツト後、またはプリンタの再起動後に設定が有効になリます。 


メモ1 ハードリセットの実行方法については、「デバイス制御を実行する」 OP.3-10) を参照し 
てください。 

起動時間設定を変更する 

[ネットワーク]ページで[起動時間]の[変更]をクリックすると、[起動時間の変更]ベー 
ジが表示されます。 


メモ 1 •通常は起動待機時間の設定を変更する必要はあリません。ネットワークへの接続ができ 
ない場合にのみ起動待機時間を設定します。 

• 起動時間設定の変更は、管理者モードのみ実行可能です。 


1 [起動待機時間]を入力します。 

プリンタの電源を入れてから通信を開始するまでの待機時間 （0 〜300秒）を入力します。 
工場出荷時は0秒に設定されています。 



㈣ メモ 1 プリンタをスイッチングハブなどに接続している場合は、ネットワークの設定が正しく 
てもネットワークへの接続ができないことがあリます。これは、スイッチングハブ間で 
のスバニングツリー処理によリ、プリンタをスイッチングハブに接続した直後はプリン 
夕とスイッチングノ \ブ間の通信ができないためです。 

この場合は、プリンタの通信開始を待機させる必要があリます。スバニングツリー処理 
などスイッチングハブの機能詳細については、スイッチングハブの製造元にお問い合わ 
せください。 


リモ—卜 UI のぃろぃろな機能 
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2 [ OK ] をクリックします。 



3 ハードリセット、またはプリンタを再起動します。 

ハードリセツト後、またはプリンタの再起動後に設定が有効になリます。 


メモ1 ハードリセットの実行方法については、「デバイス制御を美行する」 (^P.3-10) を参照し 
てください。 


部門別旧管理設定を表示•変更する （ [部門別旧管理]ページ) 


部門別に ID を設定し、印刷時に ID を入力することで部門別の印刷面数*を管理すること 
ができます。 

* 印刷面数とは、印刷した面の数です。1枚の用紙に両面印刷した場合、面数は2になります。 


重要 


部門別 ID 管理設定は、 IPv6 には対応していません。 


メモ1 •お使いの機種によっては、[部門別 ID 管理]ページは表示されません。 

• 設定項目の詳細については、[部門別 id 管理]ページの L2J をクリックしてヘルプを参 
照してください。 
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カウンタを確認する（[カウンタ確認]ページ) 


お使いの機種によっては、印刷したぺージ数の確認をリモート UI ですることができます。 
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リモ—卜 UI のいろいろな機能 


















ジヨブを表示 • 操作する （ジョブ 管理) 


リモート UI では、印刷ジョブの状況を確認したり、ジョブの中止/再開などジョブの管理 
をすることができます。ジョブ管理は以下の4つのページがあります。 


■ [印刷ジョブ]ページ 

印刷待ちや印刷中のジョブの確認 • 操作ができます。 

■ [保存ジョブ]ページ 

(ハードディスクが装着されている場合にのみ表示されます。） 

ボックスに保存してあるジョブの確認 • 操作ができます。 

■ [印刷履歴]ページ 

印刷ジョブの履歴を表^" ヽ します。 


■ [ E メール受信履歴]ページ 

(ハードディスクが装着されている場合にのみ表示されます。） 

E メール印刷機能における E メールの受信の履歴を表示します。 


重要 


•一般ユーザモードでログオンした場合、操作できるジョブはログオンするときに入力し 
た名前とユーザ名が一致するジョブのみです。ただし、[デバイス管理]+ [情報]ペー 
ジの[管理設定] (+ P.3-15) で一般ユーザによるジョブ操作を許可されていない場合 
は、すべてのジョブの操作ができません。管理者モードでログオンした場合はすべての 
ジョブの操作ができます。 

•お使いの機種によっては、[デバイス管理]+ [情報]ページの[ジョブ履歴表示](+ 
P.3-32) でジョブ履歴を表示するように設定されていない場合、[印刷履歴]ページと 
[E メール受信履歴]ページは表示されません。 
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^印刷ジョブを表示 • 操作する（印刷停止 • 再開 • 削除など) 


印刷待ちや印刷中のジョブの確認•操作ができます。行える操作は、印刷停止、再開、追 
い越し、割り込み、削除です。ジョブの詳細の確認もすることができます。 


1 [ジョブ管理]メニューから[印刷ジョブ]を選択します。 



㉘ メモ1 ドキュメント名には、ジョブのファイル名を半角で32文字、全角で16文字まで表示す 
ることができます。この範囲を超えた場合、以降の文字は表示されません。また、アプ 
リケーシヨンソフトによっては、アプリケーションソフト名がファイル名の前に付加さ 
れることがあリます。 
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2 印刷ジョブを操作したいときは、ジョブの先頭にある□をクリックし 
て ►を 付けてから、操作ボタンをクリックします。 



操作ボタン 


Lpl (印刷停止）：選択したジョブを印刷停止します。印刷停止できるジョブは、[状態] 
欄に[印刷中]、[処理待ち]、[処理中]、[割リ込み印刷待ち]のい 
ずれかが表示されているジョブのみです。 

[►] (再開）： 印刷停止中のジョブやロックされているジョブを印刷します。ロッ 

クされているジョブ（セキュアプリントジョブ）を印刷しようとす 
ると、パスワードを入力するページが表示されます。コンピュータ 
で印刷時に設定したパスワードを入力して[〇 K ] をクリックすると 
ロックが解除され印刷されます。 

fTl (追い越し）：選択したジョブを現在印刷中のジョブの次に印刷します。 

圳 (割リ込み）：現在印刷中のジョブを一時中断して、選択したジョブを印刷します。 

Lxl (削除）： 選択したジョブを削除します。 


@ メモ 1 *[XJ (削除）以外の印刷ジョブの操作は、ハードディスクが装着されていて、[ハード 
ディスク]の項目が[使う]に設定されている場合のみ実行できます。[ハードディス 
ク]の設定は、[拡張機能]ページ （+ P .3-72) または、操作パネルで行います。 

•お使いの機種によっては、 [ n ] (印刷停止）および @ (割リ込み）は表示されませ 
ん〇 

• [ユーザ名]は、お使いの機種によっては、[才ーナー名]と表示されます。 


リモ—卜 ui e ぃろぃろな機能 
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3 印刷ジョブの詳細情報を表示させたいときは、ジョブの先頭にある [ 
をクリックして 旧 I ►を 付けてから、 _■ (詳細）をクリックします。 



㉘ メモ 1 詳細情報を表示できるジョブは、[状態]欄に[印刷停止]または[ロック]と表示され 
ているジョブのみです。 

4 印刷ジョブの詳細情報が表示されます。 
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ボックスに保存したジョブを表示 • 操作する（再開 • 削除) 


ボックスに保存したジョブの確認•操作ができます。行える操作は、再開、削除です。ジョ 
ブの詳細の確認もすることができます。 


㉘ メモ 1 保存ジョブの表示•操作は、ハードディスクが装着されていて、[ハードディスク]の項 
目が[使う]に設定されている場合にのみ美行できます。[ハードディスク]の設定は、[拡 
張機能]ページ （+ P .3-72) または操作パネルで行います。 

操作手順 

1 [ジョブ管理]メニューから、[保存ジョブ]を選択します。 



リモ—卜 ui e ぃろぃろな機能 
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2 確認または操作したいジョブが保存されているボックス番号を選択しま 
す 。 

ボックスに暗証番号が設定されている場合は、暗証番号を入力したあと、[〇 K ] をクリツ 
クしてください。 



3 保存ジョブを操作したいときは、ジョブの先頭にある丨丨をクリックし 
て i _ i ►を 付けてから、操作ボタンをクリックします。 



操作ボタン 


リモ—卜 UI のぃろぃろな機能 
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(再開）：選択したジョブを印刷します。 
IjlI (削除）：選択したジョブを削除します。 



(再開）をクリックすると印刷 
などを変更するページが表示さ 


れます。 

設定を変更して [0 K ] をクリック 
します。 



逐メモ 1 •画面右上の[変更]をクリックすると、ボックスの名称や暗証番号の設定を変更する 
[ボックス設定の変更]ページが表示されます。ボックス設定の変更は管理者モードの 
み実行可能です。詳しくは、「ボックス設定を変更する」（今 P .3-64) を参照してくださ 
い。 

•ジョブによっては、印刷部数の変更はできません。 

• ドキュメント名には、ジョブのファイル名を半角で32文字、全角で16文字まで表示する 
ことができます。この範囲を超えた場合、以降の文字は表示されません。また、アプリ 
ケーションソフトによっては、アプリケーションソフト名がファイル名の前に付加され 
ることがあリます。 

• ボックスに保存されているジョブは、印刷しても削除されません。 
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4 保存ジョブの詳細情報を表示させたいときは、ジョブの先頭にある [； 
をクリックして 旧 I ►を 付けてから、 ia ] (詳細）をクリックします。 



㉘ メモ1 詳細情報を表示できるジョブは、「状態」欄に「保存済み」と表示されているジョブのみ 
です。 

5 保存ジョブの詳細情報が表示されます。 



ジョブを表示•操作する（ジョブ管理） 3-63 


リモ—卜 UI のいろいろな機能 












































ボックス設定を変更する 

ボックスのジョブを操作するページで[変更]をクリックすると、ボックスの名称や暗証 
番号の設定を変更する[ボックス設定の変更]ページが表示されます。 

@メモ」ボックス設定の変更は、管理者モードのみ美行可能です。 


1 [ボックス名]にボックスの名前を入力します。 



0■メモ][ボックス名]に入力できる文字の数は、半角32文字/全角16文字までです。 
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2 暗証番号を設定します。 

• ボックスに暗証番号を設定する場合 

□ [暗証番号を設定する]にチェックマークを付けます。 



□ [暗証番号]に設定する暗証番号を入力したあと、[確認入力]に[暗証番 
号]と同じ番号を再度入力します。 



@ メモ1[暗証番号]と[確認入力]には、「0」以外の1〜7桁の半角数字を入力できます。 


リモ—卜 ui のぃろぃろな機能 
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• ボックスに暗証番号を設定しない場合 

□ [暗証番号を設定する]のチェックマークを消します。 



3 [0 K ] をクリックします。 



リモ—卜 ui e ぃろぃろな機能 
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印刷履歴を表示する 


印刷ジョブの履歴を表^" ヽ します。 


重要 


ハードディスクが装着されていない場合は、プリンタの電源を切るか、またはハードリ 
セツトすることによって履歴が消去されます。ハードディスクが装着されている場合は、 
ハードディスクのフォーマツトをしない限リ消去されません。 


メモ1 •印刷履歴を確認できる最大ジョブ数は、次のとおリです。最大ジョブ数を超えた場合は 
古い印刷履歴から消去されます。 

• ハードディスクが装着されている場合 
-[印刷ジョブ/ダイレクトプリント]: 200 
-[保存ジョブ]、[レポート ]、 [E メール印刷]:128 
• ハードディスクが装着されていない場合 
-[印刷ジョブ/ダイレクトプリント]: 48 
-[レポート]16 

•お使いの機種によっては、[デバイス管理]+ [情報]ページの[ジョブ履歴表示](+ 
P .3-32) でジョブ履歴を表示するように設定されていない場合、印刷履歴を表示すること 
はできません。 


1 [ジョブ管理]メニューから[印刷履歴]を選択します。 
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2 表示させたい項目を選択します。 



選択する項目 


[印刷ジョブ/ コンピュータから印刷したジョブ履歴を表示します。 

ダイレクトプリント]: 

[保存ジョブ]*: 保存ジョブボックスから印刷したジョブ履歴を表示します。 

[レポート]: ユーティリティプリントの印刷履歴を表示します。 

[E メール印刷]*: E メール印刷機能のジョブ履歴を表示します。 

* ハードディスクが装着されている場合にのみ表示されます。 

メモ I • 1ページに表示される印刷履歴は32ジョブまでです。33ジョブ以上の印刷履歴がある場合 
は、ページ右上に Ll ] て] が表示されます。 [ tJ をクリックすると次のページが表示さ 
れ、 L ±] をクリックすると前のページが表示されます。 

• ドキュメント名には、ジョブのファイル名を半角で32文字、全角で16文字まで表示する 
ことができます。この範囲を超えた場合、以降の文字は表示されません。また、アプリ 
ケーションソフトによっては、アプリケーションソフト名がファイル名の前に付加され 
ることがあリます。 

•お使いの機種によっては、[開始時刻]、[終了時刻]が旧時]と表示されます。 

•お使いの機種によっては、 [||] (印刷停止）および _ (割り込み）は表示されませ 
ん〇 

•[ユーザ名]は、お使いの機種によっては、[才ーナー名]と表示されます。 
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E メール受信履歴を表示する 


E メール印刷機能 （E メールをプリンタが受信して 、 E メールの本文や添付ファイルを印刷 
する機能）における E メール受信の履歴を表示します。 


メモ 1 *E メール受信履歴の表示は、ハードディスクが装着されていて、[ハードディスク]の項 
目が[使う]に設定されている場合のみ美行できます。[ハードディスク]の設定は、 
[拡張機能]ページ （+ P .3-72) 、または操作パネルで行います。 

• 最大96通までの E メール受信履歴を確認できます。 

•お使いの機種によっては、[デバイス管理]+ [情®ページの[ジョブ履歴表示](+ 
P .3-32) でジョブ履歴を表示するように設定されていない場合、 E メール受信履歴を表示 
することはできません。 


1 [ジョブ管理]メニューから [E メール受信履歴]を選択します。 



E メール受信履歴が表示されます。 
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リモ—卜 UI のいろいろな機能 










































㉘ メモ 1 • 1ページに表示される E メール受信履歴は32ジョブまでです。33ジョブ以上の E メール受 
信履歴がある場合は、ごージ右上に が表示されます。をクリックすると次 

のページが表示され、 d をクリックすると前のページが表示されます。 

•件名と送信元には、半角で32文字、全角で16文字まで表示することができます。この範 
囲を超えた場合、以降の文字は表示されません。 


リモ—卜 ui e ぃろぃろな機能 
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ファイルを直接印刷する （ ダィレクトプリント } 


お使いの機種によっては、リモート UI から PDF ファイルや画像ファイルを指定して直接印 
刷するダイレクトプリントを使用することができます。 

[ダイレクトプリント]メニューから [PDF ファイル]、圆像ファイル]をクリックすると、 
ダイレクトプリントを行う [PDF ファイルの印刷]、[画像ファイルの印刷]ページが表示 
されます。 

ダイレクトプリントの詳細については、「ユーザーズガイド」を参照してください。 




㉘ メモ1 お使いの機種やオプション品装着の有無によっては、[ダイレクトプリント]をクリック 
すると、[ダイレクトプリント]メニューが表示されずに[ダイレクトプリント]ページ 
が表示されます。その場合は、画像ファイルのみダイレクトプリントすることができます。 
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プリンタの設定を表示•変更する （ デバイス設定 } 


リモート UI では、プリンタの操作パネルで行う設定（印刷設定）の確認をすることができ 
ます。また、管理者モードでログオンした場合、設定の変更をリモート UI から行うことが 
できます。 

■ [拡張機能]ページ 

スリープモード、エラーが起きたときの動作などについての設定です。また、日付や時 
刻の変更もできます。（今日付や時刻を変更する： P.3-75) 

■ [給紙]ページ 

手差しトレイや給紙カセツトから印刷するときの用紙サイズなどについての設定です。 

■ [レイアウト]ページ 

印字の位置の調整や、とじしろ用の余白の設定など、印刷するときの体裁に関わる条件 
の設定です。 

■ [印字調整]ページ 

トナー濃度の調節など、印刷の品質についての設定です。 

■ [ユーザメンテナンス]ページ 

指定した給紙元からの印字位置の調整や、リカバリ印刷など、トラブル発生時のプリン 
夕の調整についての設定です。 

■ [拡張カード]ページ（機種によっては、[拡張カード]ページは表示されません。） 

プリンタの拡張ボードスロツトに装着したインタフェースボードの設定です。インタ 
フェースボードが装着されている場合にのみ設定項目が表示されます。詳細については 
インタフェースボードに付属の取扱説明書を参照してください。 


リモ—卜 ui e ぃろぃろな機能 
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操作手順 


1 [デバイス設定]メニューから、設定を確認•変更したい項目を選択し 
ます。 



2 設定を変更したいときは[変更]をクリックします。 



メモ]デノ《イス設定の変更は、管理者モードのみ実行可能です。 


リモ—卜 UI のぃろぃろな機能 
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3 設定が終了したら、 [ OK ] をクリックします。 



㉘ メモ1 •使用している Web ブラウザによっては、[〇 K ] と[キャンセル]がクリックできないと 
きがあリます。このようなときは、設定の前に Web ブラウザの表示を更新して、ページ 
を表示しなおしてください。 

•設定内容についての詳細は、 UPS 機能ガイド「第3章共通セットアップメニューの設定項 
目」を参照してください。 


リモ—卜 ui e ぃろぃろな機能 


3-74 プリンタの設定を表示•変更する（デバイス設定) 



























日付や時刻を変更する 


[拡張機能]ページで[変更]をクリックすると、[拡張機能の変更]ページが表示されます。 
[拡張機能の変更]ページでプリンタに内蔵されている時計機能の日付や時刻が合っていな 
いときに、日付や時刻を変更することができます。 


メモ1 • 日付と時刻は工場出荷時に合わせられています。 

•本プリンタに内蔵されている時計の精度は、月差±60秒です。定期的に合わせてくださ 
い。 


1 旧付時刻の変更]をクリックします。 



2 日付と時刻を入力します。 
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リモ—卜 UI のいろいろな機能 


























































□回® 


3 [ OK ] をクリックします。 
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リモ—卜 UI のいろいろな機能 
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リンク先を表示•変更する （ サ ホ- ト リンク } 


リモート UI では、プリンタのサボートに関する情報へのリンクが設定されていて、必要な 
ときにリモート UI 上からアクセスできるようになっています。また、管理者モードでログ 
オンした場合、リンク先の変更も行うことができます。 


表ポ手順 


7 [サボートリンク]をクリックして、表示したいリンク先をクリックし 
ます。 



設定してあるリンク先のページが表示されます。 


网"メモ1 •右上の[編集]をクリックすると、リンク先を変更するページが表示されます。リン 
ク先の変更は管理者モードのみ実行可能です。詳しくは、「リンク先を変更する」 
P .3-78) を参照してください。 

• リンク先の数は2つまでです。 
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リモ—卜 UI のいろいろな機能 

























ンク先を変更する 


[サポートリンク]ぺージで[編集]をクリックすると、リンク先を変更するべージが表示 
されます。リンク先、 URL、 コメントの変更が可能です。 


〆 メモ リンク先の変更は、管理者モードのみ実行可能です。 


設定が終了したら、 [0 K ] をクリックします。 
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操作パネルのキーをロックする （キ-ロック機能) 


リモート UI では、プリンタの操作パネルのキーをロックするキーロック機能を設定するこ 
とができます。キーロック機能使うと、管理者以外のユーザによるプリンタ設定の変更を 
禁止することができます。 


重要 


• ロックしているキーを押すとピーという警告音が鳴り、プリンタのディスプレイに 
「キーロックチュウ」と表示されます。 

•キーロック機能は、操作パネルのキーを使用していないときに設定してください。キー 
操作中にキーロック機能を設定した場合は、キー操作終了後にキーロック機能が有効に 
なります。 

•各キーの内容については、 UPS 機能ガイド （ PDF 取扱説明書）「第1章メニュー機能の使 
いかた」を参照してください。 


メモ]キーロック機能の設定は、管理者モードのみ実行可能です。 


1 リモート UI を起動し、[デバイス管理]メニューから、[情報]を選択 
します。 



メモ1 リモート UI の起動方法については、「リモート UI を起動する」 （+ P .2-2) を参照してくだ 

さい0 
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操作パネルのキーをロックする（キーロック機能) 































X 


デバイス管理 



Z ) 


管理設定 

管理者バスワード： 

一般ユーザによるジョブ操作: 
キーロック： 

ロックするキ—— 


ハードディスク完全消去： 


受信/印刷拒否： 
i 巨否 ip アドレス： 




ファイル©編集 (£) 表示吆お、気に入〇⑻ツール①ヘルプ⑻ 
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アドレス Q)」®h«p : // 


2 [管理設定]の右にある[変更]をクリックします。 


3 [キーロックする]にチェックマークを付けます。 


ファイル©編集(£〉表示⑽お、気 t 入〇⑻ツール①ヘルプ (ii> 


©戻る -© ， 0 囹 ゆ ☆お気に入り 朽 へ夕 H 尨 

アドレス必」 @ Mtp:// 


'てイス哲理 I 


以下のように設定を変更します。 


現在のノ u ワード： 
新しぃノ u ワード： 


( qk ) r キやンセル 1 1 


>ネットワ-ク_ 

ジヨブ 



I 


5« lt — K リンク I 


□セットアッブキー 
□ジョブキー 
□ジョブキャンセルキー 
□OK キー 
□リセットキー 
□給紙選択キー 

□ユーティリテ^ 1 一 

□掻作部電源スイッチ(サブ電源） 



X 


管理設定の変更 


r 


S 3 SS ^ 

.二 rl 

1 tl 一 ^ 

Elip 


1 


誰， 


操作パネルのキーをロックする（キーロック機能) 
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4 [ロックするキー]でロックしたいプリンタの操作パネルのキーそれぞ 
れにチェック マークを 付けます。 


ート UI く音理設定 0) 変更〉： LBP5910 ; LBP5910 - Microsoft Internet Explorer I 



5 [ OK ] をクリックします。 
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操作パネルのキーをロックする（キーロック機能) 





















































暗号化セキュアプリントジョブを印刷する 

(ハードディスク装着時のみ） 


リモート UI では、暗号化セキュアプリントジョブを印刷することができます。暗号化セキュ 
アプリント機能を使うと、コンピュータから印刷するときに印刷ジョブにパスワードを設 
定し、 SSL による暗号化通信をすることによってデータ通信時のセキュリティを強化する 
ことができます。 


重要 


SSL による暗号化通信ができない場合（鍵が設定されていない場合やリモート UI 設定の 
[ SSL ] が[オフ]の場合）は、暗号化セキュアプリントジョブの印刷をする前に、次の 
操作を行ってください。 

1. 鍵の設定を行う （+ P .3-17) 

2. リモート UI 設定の [ SSL ] を[オン]に設定する (^ P .3-16) 

3. プリンタを再起動して設定を有効にする 


您メモ 1 •暗号化セキュアプリント機能は、ハードディスクが装着されていて、[ハードディス 
ク]の項目が[使う]に設定されている場合にのみ実行できます。[ハードディスク] 
の設定は、[拡張機能]ページ （+ P .3-72) 、または操作パネルで行います。 

•ハードディスクに保存した暗号化セキュアプリントジョブは、次の場合に消去されま 
す。 

• プリンタの電源を切った場合 

• ハードリセットまたはソフトリセットの操作を行った場合 
• 暗号化セキュアプリントジョブを印刷した場合 

• 一定時間内にリモート UI やプリンタの操作パネルで印刷操作を行わなかった場合 
•一定時間内にプリンタの操作パネルやリモート UI で印刷操作を行わなかった場合に自 
動消去されるまでの時間は変更することができます。詳細については、 UPS 機能ガイド 
「第3章共通セットアップメニューの設定項目」を参照してください。 

• 暗号化セキュアプリント機能を使用する場合は、「暗号化セキュアプリントドライバ 
Add - in 」 をインストールする必要があリます。 

インストール方法は、付属の CD - ROM 内の 「 Readme . txt 」 を参照してください。 


1 コンピュータのプリンタドライバで、暗号化セキュアプリントジョブを 
印刷します。 


@メモ 1 暗号化セキュアプリントジョブの印刷方法については、暗号化セキュアプリントドライ 
ノくのヘルプを参照してください。 

ヘルプは、暗号化セキュアプリントドライバのインストール後にプリンタドライバから 
表示することができます。 


暗号化セキュアプリントジョブを印刷する（ハードディスク装着時のみ) 
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2 リモート UI を SSL 通信で起動し、[ジョブ管理]メニューから[印刷ジョ 
ブ]を選択します。 



メモ I •リモート UI の起動方法については、「リモート UI を起動する」 （+ P .2-2) を参照してくだ 
さい。 

• ドキュメント名には、ジョブのファイル名を半角で32文字、全角で16文字まで表示する 
ことができます。この範囲を超えた場合、以降の文字は表示されません。また、アプリ 
ケーシヨンソフトによっては、アプリケーションソフト名がファイル名の前に付加され 
ることがあリます。 
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暗号化セキュアプリントジョブを印刷する（ハードディスク装着時のみ) 






















3 目的の暗号化セキュアプリントジョブの先頭にある□をクリックして 
■] ►を 付けてから、 I 卜| (再開）をクリックします。 



SSL 通信ができない場合（鍵が設定されていない場合やリモート UI 設定の [ SSL ] が[オフ] 
の場合）は、次の画面が表示されます。 


| リモート UI く □，クの K 除〉： LBP5910 ; LBP5910 - Microsoft Internet Explorer % lfalf 



暗号化セキュアプリントジョブを印刷する（ハードディスク装着時のみ) 
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[ OK ] をクリックして暗号化セキュアプリントジョブの印刷を中止し、次の操作を行って 
ください。 

4. 鍵の設定を行う （+ P .3-17) 

5. リモート UI 設定の [ SSL ] を[オン]に設定する （+ P .3-16) 

6. プリンタを再起動して設定を有効にする 

7. プリンタを再起動した場合、暗号化セキュアプリントジョブは消去されるため、暗号 
化セキュアプリントジョブをコンピュータから印刷しなおす 

メモ I SSL 通信が可能で、 SSL 通信状態ではない場合は、 SSL 通信を自動的に開始します 。 SSL 
通信を自動的に開始したあと、[セキュリティの警告]ダイアログボックスなどが表示さ 
れた場合は、メッセージにしたがって対処してください。 

4 [パスワード]に設定した暗号化セキュアプリントジョブのパスワード 
を入力して、 [0 K ] をクリックします。 



目 的の暗号化セキュアプリントジョブが印刷されます。 


4-8 


暗号化セキュアプリントジョブを印刷する（ハードディスク装着時のみ) 
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